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大田区自立支援協議会 相談支援部会要旨 

文責：山下（障がい者総合サポートセンター一部修正） 

(1) 会議の名称 大田区自立支援協議会 相談支援部会（第 1回） 

(2) 開催日時 平成 28年 5月 11日（水）9:30～12:00 

(3) 開催場所 大田区立障がい者総合サポートセンター 5階多目的室 

(4) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：津田委員） 

志村 陽子 古怒田 幸子 森下 繁 岡田 純子 

平井 有希子 茂野 俊哉 永井 良宗 田中 隆博 

今崎 牧生 栗田 総一郎 内海 玄宗 小嶋 愛斗 

    

区職員出席者 

  長谷川課長（蒲田地域福祉課）   山下係長（大森地域福祉課）    

友成係長（調布地域福祉課）    小川係長（蒲田地域福祉課）     

江口係長（糀谷・羽田地域福祉課）   鈴木係長（大森地域健康課） 

関係者 

  林 倫子（障がい者総合サポートセンター相談支援部門）      

事務局出席者 

 障がい者総合サポートセンター：関次長、江波戸係長、星、齋藤 

(5)内容・要旨 

 

１、２は省略 

３．連絡・確認事項 

●部会長選任の確認：津田委員 

●自己紹介 

●司会・書記の決定 

●事務局からの連絡 

・大田区自立支援協議会設置要綱及び協議会の構成の説明 

・各部会事務局担当者の紹介 

●第１回本会について報告 

・平成２８年度役員の選出等 

（参加してみての感想） 

・各方面の方々が参加され、人と人とのつながりを大切にしていかなければな

らない。また、人脈を広げる意味でも有意義であった。 

・利用者個々に対しては、面的・全体的な支援が必要であると考えさせられた。 

●本会議の進め方・参加の仕方について確認 

・相談支援部会の役割（個別支援会議を通じた地域課題の抽出、相談支援体制

整備のための協議、相談支援事業の評価・人材育成）に則り、進めていくこ

とを確認した。 

●事務局（作業部会メンバー）担当決定 

宮澤委員・森下委員・小野委員・鈴木（啓）委員・茂野委員・友成係長 

●編集委員の選出：平井委員 

●運営会議メンバーの選出：部会長・茂野委員 

４．本日の検討事項 
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（１）昨年度の相談支援部会の経過の共有 

・平成２７年度大田区自立支援協議会報告書確認 

個別支援会議において事例を取り上げ、４点の地域課題を抽出 

相談支援体制整備等課題の検討 

 

（２）平成２８年度の検討課題について 

・平成２７年度大田区自立支援協議会報告書確認 

（意見・感想） 

・計画相談の適正な実施に向けた評価・体制整備の検討により力を入れるべき。 

 →個別支援会議で取り扱う具体的な事例を通じて計画相談の評価を行って

いくことにより、議論が活発になる。 

 →基幹相談支援センターがどのように関わっていくべきか、個別支援会議の

中で検討できる。 

・相談支援部会において地域で「支える」仕組みを検討し、その検討内容を地

域移行・地域生活支援部会に報告することで部会間の連携を図っていっても

いいのでは。 

・個別支援会議について、該当ケースの支援にどれだけつながっているのか、

また地域にどれだけ還元されているのか、外部からは分かりづらいところが

ある。 

→実際解決につながった事例があり、個別支援会議自体は有意義ではあるの

で、広く発信していくことも重要である。 

 

（３）年間スケジュールの決定（日時、各回の内容） 

・原則第１水曜日 ９時３０分～１２時 

（意見） 

・相談支援体制の検討が十分行われておらず、課題の積み残しが多い。個別支

援会議を１回減らし、そちらに時間を割いてはどうか。 

・作業部会で協議し案を提示する。 

（４）次回部会について 

・個別支援会議の実施（昨年度事例から１例） 

 →事例提出者：田中委員より概要説明 

・個別支援会議（昨年事例）を行い個別支援会議の進め方を共有する。 

５．意見出しカード記入 

 

●次回日程 

○第２回 

日時 ６月１日（水） ９時３０分から１２時 

場所 さぽーとぴあ ５階多目的室 

 

 


